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あらまし

本研究では江ノ島から鎌倉方面の国道134号線
の現地調査を行う．
次に，マルチエージェントモデルを用いて渋滞
のボトルネック箇所をモデル化し，シミュレー
ションを行う．
最後に渋滞緩和策を検討する．



研究背景

国道134号線，特に江ノ島から鎌倉方面は片側一車線という
こともあり，毎週末になると慢性的に渋滞が発生している．

新型コロナウイルスによる影響で屋外で休日を過ごす人が
増えた．

大渋滞

渋滞を無くしたい．．．



現地調査

2020年7月10日（金）8時52分 2020年7月12日（日）8時52分

Google Mapsの道路交通状況によると，東方向の道路において行合橋交差点から渋滞が
発生していることから，この交差点で現地調査を行うこととする．



計測内容
①信号の周期
②各方向の自動車の累計台数と駐車場滞在時間
③横断歩道を渡る歩行者の人数



七里ガ浜の信号機について

Google mapで特に混雑していた箇所である七里ガ浜の交差点に着目し、
現地調査を行った。(7/18)

歩道 17秒
車 21秒

鎌倉→藤沢
歩道 1分37秒
車 1分51秒(直進のみ)

1分59秒(直進・右折可)

藤沢→鎌倉
歩道 1分37秒
車 1分51秒(直進・左折可)

-----------------------------

※車の動き、人の動きについて再度現地調査を行った。
9/20 曇り 15時から16時。

現地調査①



信号機の1サイクル（青→赤→青）
※二輪車は除く。

直進車→直、 右折車→右、 左折車→左、コンビニに入る車→コ

③方向（車（台数））

① ② ③ ➃ ➄ 合計 平均 ％

左 2 1 0 1 1 5 1 17.24

右 2 5 6 6 5 24 4.8 82.76

合計 4 6 6 7 6 29 5.8 100

Max台数は7台。

現地調査②

9/20 曇り 15時から



滞在時間について（10/3 14時22分スタート 曇り時々晴れ） 平均≒503秒(8分23秒)

現地調査③



• 交差点の北と西の2方向から多くの人が南の駐車場に向かう
ことから，東西方向の人通りが西からの左折車に影響を与
えている．

• コンビニの駐車場を利用する車が多く，敷地内は混雑しや
すい．そのため敷地内に入れない車が本線にはみ出し，待
ちが発生することもある．

現地調査から明らかになったになったこと



モデル化

＜マルチエージェントモデルとは＞
複数のエージェント（本研究では，車と歩行者）が一定の
ルールに従い，自律的に行動することで互いに影響を与え
る．
その影響により各エージェントの行動ルールが動的に変化
していき，これを繰り返すことでエージェント集団全体の
動きを表現するモデルのことをマルチエージェントモデル
という．

＜使用するソフト>
株式会社NTTデータ数理システムが開発したS4(エスクワト
ロ) Simulation Systemを用いてシミュレーションを行う．



モデル化の流れ

①シミュレーション空間の設定（行合橋交差点）
②信号機の設定
③エージェントの設定（車）
④エージェントの設定（歩行者）



シミュレーション空間の設定



①

②

③

①start = 119
青 18秒
黄 ３秒
赤 119秒

④右折信号機

②start = 0
青 108秒
黄 3秒
赤 8+21=29秒

④start = 111
青 5秒
黄 3秒
赤 21+111=132秒

③start = 0
青 116秒
黄 3秒
赤 21秒

信号機の設定
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エージェントの設定（車）
※本シミュレーションで扱うエージェントは車のみとし，

歩行者の動きについては横断歩道を渡るときのみを考慮する．

・車の大きさは全長4.1m，全幅1.7mとする．

・渋滞が発生しやすい夏などを想定し，速度は10km/h，東西方向の到着間隔は3.3秒，
南方向の到着間隔は20.7秒を平均としてランダムに到着させる．

・歩行者が東西方向の横断歩道を渡っているときは4秒，
南北方向の横断歩道を渡っているときは5秒停車する．

・コンビニの南側の出入り口では
20%の確率で平均20秒停車する．

・各分岐地点での分岐の割合は
実測結果をもとに設定する．

・駐車場での滞在時間は503秒を平均としてランダムに設定する．



分岐の割合



歩行者の設定

• 歩行者の占有幅は0.75mとし，横断歩道は
同時に5人まで横並びで横断可能とする．

• 1人の歩行者が横断歩道を渡るのに東西方
向では8秒，南北方向では10秒かかる．

• 車の設定と同様に，歩行者も多い時期を想
定し，西からの到着間隔は7秒，東からは
18秒，南からは7秒，北からは11秒間隔で
横断歩道前に到着するものとする．



以上で設定したモデルをベースモデルとしてシミュレーションを行う．
その後，渋滞緩和策を検討するために，ベースモデルにいくつかの条件を加えたシミュレーショ
ンを行う．
1回のシミュレーションは3600秒とし，30回分の赤丸地点の通過台数の平均と最小値，最大値を
比較する．



ベースモデル 停車中は赤，
走行中は青で表示

通過台数を
計測する地点→



ベースモデルで発生した約3800mの渋滞
（行合橋交差点は赤線の右端）

通過台数：平均514.7台，最小491台，最大540台

実行結果（ベースモデル）

到着間隔は3.3秒であることから，
本来は3600秒で1090.9≒1091台通過しなければな
らない．
しかし，ベースモデルでは514.7≒515台しか通過
できていないため，
576台が後ろに並んでいるということになる．

約3800mこれを渋滞の長さに換算すると・・



東西方向の歩行者
信号の青信号を
97秒から14秒に
短くした場合

東方向の車線に左
折レーンを設置し
た場合

歩行者信号機を無
くして，地下通路
を設置した場合

自動車交通流への
影響

左折車は歩行者の
横断による待ちが
発生しにくくなる

左折車の停車によ
る後続車の待ちが
減る

左折車は歩行者の
横断による待ちが
発生しなくなる

パターンA 〇

パターンB 〇

パターンC 〇

パターンD 〇 〇

パターンE 〇 〇

シミュレーションの条件



パターンB：左折レーンを設置した場合
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実行結果

東西方向の歩
行者信号の青
信号を97秒か
ら14秒に短く
した場合

東方向の車線
に左折レーン
を設置した場
合

歩行者信号機
を無くして，
地下通路を設
置した場合

自動車交通流
への影響

左折車は歩行
者の横断によ
る待ちが発生
しにくくなる

左折車の停車
による後続車
の待ちが減る

左折車は歩行
者の横断によ
る待ちが発生
しなくなる

パターンA 〇

パターンB 〇

パターンC 〇

パターンD 〇 〇

パターンE 〇 〇



まとめ

交通量を増やす方法は左折レーンを設置することが有効
策である．しかし，これらの策でも多くて60台ほど，つ
まり，約550mしか渋滞を短くすることができない．

今後の課題は車だけでなく歩行者もエージェントとして
設定し，より再現性の高いシミュレーションを行うこと
である．また，東方向だけでなく西方向の渋滞緩和策も
検討したり，他の交差点などでもシミュレーションを行
うことも挙げられる．


